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下 FPD）搭載マンモグラフィ装置「MGU-1000D MAMMOREXTM Pe・ru・ruTM DIGITAL（以下 Pe・
ru・ruTM DIGITAL）」（図 1）を開発し、販売してきた。また、検診によって指摘された非触知の早期
乳癌の確定診断を得る手段として重要な Stereotactic Biopsy Application を搭載したマンモグラフィ装
置もラインナップしている。今回は、デジタルマンモグラフィの現状として、Pe・ru・ruTM DIGITAL










する。日本人に合わせたコンパクトな FPD を搭載するこ 




る MLO 角度メモリ機能を搭載し、効率の良いポジショニングをサポートする。撮影後は約 7 秒でプレ
ビュー画像を表示することにより、撮影後の画像確認を即座に行うことができる。システムモニタには、
図 1 Pe・ru・ruTM DIGITAL 外観
図 2 コンパクトな撮影台 
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である。そこで Pe・ru・ru DIGITAL では、縮小表示の際に石灰化のような高輝度情報を欠落させな
い特殊な補間処理を行っており、ピクセル等倍表示を行っていない状態でも、石灰化の有無が確認でき、
追加撮影の要否判断が効率よく行える仕組みを備えている。 
さらにオプションにて 5MP または 2MP モニタを搭載することができ、撮影者による画像確認が可能
である。またその際にほくろや皮膚の傷、乳頭分泌やニップルの状態、画像に反映されない触知情報な
どの撮影者しか知り得ない情報を、画像上にマーカとコメントを入れることにより医師に伝達すること
が可能であり、医師が精査の必要性を判断する際に役立てることができる。（Exam Marker 機能） 
検査室レイアウトは、狭い検査室での操作性向上や一般撮影装置などとの併設も可能としており、幅
広い検査室環境に対応することができる。また、通常の施設空調温度を想定した 22～30℃での運用を

























で自動転送することができる My Adjust 機能を備え、出力先によって画像処理パラメータを変更し直さ
なくても、読影環境毎に最も観察しやすいマンモグラフィを提供できるのが特徴である。 
 
図 3 臨床画像 
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対して垂直に穿刺する従来の Vertical ホルダに加 































図 4 側臥位でのバイオプシ検査 
図 5 座位でのバイオプシ検査 
図 6 ガイディング機能 
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防ぐことができる（図 6）。また、日本語による操作ガイドメッセージによって検査の流れをわかりやす
くナビゲートする。 
 
おわりに 
 
Pe・ru・ruTM DIGITAL は、受診者、操作者へのやさしさと高画質・高スループットを実現し、高いク
オリティの検査を提供するデジタルマンモグラフィ装置である。我々は、国内でマンモグラフィ装置を
製造、販売する唯一のメーカとして、受診者やユーザの声に耳を傾け、マンモグラフィをはじめとする
乳がん検診の受診率向上と、乳がんによる死亡率減少に向けたトータルソリューションの提供を今後も
行っていく所存である。 
